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平成 31 年 鏡開き式・武道始め
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平
成
�1
年
鏡
開
き
式
・
武
道
始
め
（
主

催
＝
日
本
武
道
館
）
が
、
成
人
の
日
の
１

月
1�
日
に
日
本
武
道
館
で
武
道
関
係
者
、

各
国
の
公
大
使
、
武
道
修
行
者
な
ど
約
１

９
０
０
名
が
参
集
し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ

た
。

　

武
道
功
労
表
彰
式
に
続
き
、
武
者
装
束

を
身
に
纏ま
と

っ
た
戦
国
武
者
に
よ
る
鎧よ
ろ

着い
き

初ぞ

め
・
鏡
開
き
式
、
現
代
９
武
道
の
模
範
演

武
、
武
道
稽
古
会
が
行
わ
れ
、
武
道
修
行

者
が
１
年
の
精
進
を
誓
い
、
益
々
の
武
道

の
隆
盛
を
願
っ
た
。

　

昭
和
�0
年
よ
り
始
ま
っ
た
日
本
武
道
館

の
鏡
開
き
式
は
今
回
で
��
回
目
を
数
え

た
。
昭
和
、
平
成
と
行
わ
れ
て
き
た
鏡
開

き
式
だ
が
、
来
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
た
日
本
武
道
館
の
増
改
修
工
事
の

た
め
、
中
止
と
な
る
。
改
修
前
、
そ
し
て

平
成
最
後
と
な
っ
た
日
本
武
道
館
鏡
開
き

式
は
一
つ
の
節
目
を
迎
え
た
。

一
年
の
精
進
を
誓
い
、
武
道
の
隆
盛
を
願
う

平
成
31
年
鏡
開
き
式
・
武
道
始
め臼井日出男大将軍による鏡開き
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正
午
よ
り
、
三
藤
芳
生
日
本
武
道
館
常

任
理
事
・
事
務
局
長
の
開
会
宣
言
に
よ
り

平
成
�1
年
鏡
開
き
式
・
武
道
始
め
は
開
始

さ
れ
た
。

　

国
歌
斉
唱
に
続
い
て
、
主
催
者
と
し
て

高
村
正
彦
日
本
武
道
館
会
長
が
、

「
現
代
武
道
９
種
目
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た

技
の
体
系
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
武
道
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技
を

修
錬
し
て
い
く
中
で
、
心
と
身
体
を
鍛
え

て
、
人
間
が
進
む
べ
き
道
を
求
め
ま
す
。

い
ず
れ
も
求
め
る
先
は
同
じ
で
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
の
武
道
を
日
本
人
な
ら

誰
で
も
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
し
よ

う
と
、
平
成
2�
年
に
は
中
学
校
体
育
授
業

に
お
い
て
武
道
の
必
修
化
が
実
現
さ
れ
ま

し
た
。
限
ら
れ
た
中
で
も
で
き
る
だ
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
武
道
の
真
髄
に
触
れ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
全

国
の
武
道
家
の
皆
様
の
協
力
が
必
要
で

す
。
ま
た
、来
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
柔

道
に
続
い
て
空
手
道
も
正
式
種
目
と
な
り

ま
し
た
。
日
本
武
道
館
と
し
て
は
こ
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

全
面
的
に
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
そ

の
他
の
種
目
に
つ
い
て
も
全
世
界
に
発
信

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
武
道
関
係
者
の

皆
様
の
益
々
の
ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り

し
ま
す
」
と
挨
拶
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
来
賓
を
代
表
し
て
永
岡
桂
子
文

部
科
学
副
大
臣
が
、

「
武
道
は
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
礼
節
を
重
じ
、
自
ら

を
律
し
、
相
手
を
尊
重
す
る
態
度
を
養
う

こ
と
が
で
き
る
世
界
に
誇
る
べ
き
我
が
国

の
伝
統
文
化
で
あ
り
ま
す
。
平
成
2�
年
度

か
ら
中
学
校
の
保
健
体
育
で
武
道
が
必
修

化
さ
れ
、
平
成
29
年
３
月
に
改
正
さ
れ
た

新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

す
る
社
会
の
中
で
我
が
国
の
伝
統
文
化
の

理
解
を
深
め
る
観
点
か
ら
、
多
様
な
武
道

に
取
り
組
み
や
す
く
な
る
一
層
の
改
善
を

図
り
ま
し
た
。
子
供
た
ち
が
武
道
の
素
晴

ら
し
さ
を
一
層
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
授

業
づ
く
り
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
い
よ
い
よ

来
年
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
で
は
柔
道
と

空
手
道
が
日
本
武
道
館
で
実
施
さ
れ
ま

す
。
我
が
国
発
祥
の
伝
統
と
魅
力
を
世
界

に
発
信
し
、
武
道
が
さ
ら
に
発
展
す
る
転

機
と
な
る
よ
う
、
皆
様
の
ご
支
援
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と
祝
辞

を
述
べ
た
。

三藤芳生
日本武道館常任理事・事務局長 高村正彦日本武道館会長永岡桂子文部科学副大臣晴やかな青空が広がった

開会式
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日
本
武
道
協
議
会
に
よ
る
武
道
功
労
表

彰
式
で
は
、
功
労
者
10
名
、
優
良
団
体
９

団
体
に
、
高
村
正
彦
日
本
武
道
協
議
会
会

長
よ
り
表
彰
状
、
功
労
者
に
は
功
労
章
が

授
与
さ
れ
た
。
本
年
も
功
労
者
は
、
日
本

武
道
館
１
階
北
口
ロ
ビ
ー
に
名
前
が
プ
レ

ー
ト
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
功
績
が
顕

彰
さ
れ
た
。

◇

　

鎧
着
始
め
・
鏡
開
き
式
で
は
臼
井
日
出

男
日
本
武
道
館
理
事
長
が
大
将
軍
を
務

め
、
副
将
軍
を
林
典
夫
合
気
会
常
務
理
事

と
加
藤
征
男
日
本
甲
冑
武
具
研
究
保
存
会

理
事
が
務
め
た
。
合
計
�1
名
が
武
者
装
束

に
身
を
纏
っ
て
参
加
し
た
。

　

日
本
武
道
館
は
昨
年
５
月
に
ロ
シ
ア
連

邦
モ
ス
ク
ワ
市
ボ
リ
シ
ョ
イ
劇
場
で
行
わ

れ
た
２
０
１
８
年
「
ロ
シ
ア
に
お
け
る
日

本
年
」「
日
本
に
お
け
る
ロ
シ
ア
年
」
開

会
式
に
お
い
て
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
、
安

倍
首
相
が
ロ
イ
ヤ
ル
ボ
ッ
ク
ス
席
か
ら
見

守
る
中
、
鏡
開
き
式
を
披
露
。
大
将
軍
を

臼
井
理
事
長
が
務
め
、
そ
の
模
様
は
ロ
シ

ア
全
土
で
放
送
さ
れ
た
。

　

今
回
の
鏡
開
き
式
に
お
い
て
も
再
び
大

将
軍
を
務
め
る
こ
と
と
な
っ
た
臼
井
理
事

長
の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
、
日
本
武
道
館

事
務
局
を
含
め
た
数
名
が
ロ
シ
ア
版
鏡
開

き
式
と
重
な
る
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
ロ
シ

ア
版
の
再
現
を
目
指
し
た
。

　

鎧
着
初
め
で
は
、
臼
井
大
将
軍
が
三さ
ん

献こ
ん

の
儀
を
行
い
、
神
前
で
、
武
道
の
精
神
を

発
揮
し
、
世
界
平
和
の
実
現
と
国
家
社
会

の
た
め
に
寄
与
す
る
こ
と
を
誓
い
、
奉
読

し
た
。

　

鏡
開
き
式
で
は
、
臼
井
大
将
軍
が
掛
矢

で
勢
い
よ
く
鏡
開
き
を
行
う
と
、
副
将
軍

２
名
が
立
て
続
け
に
鏡
割
り
を
行
い
、
場

内
は
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

　

出
陣
に
先
立
っ
て
、臼
井
大
将
軍
が「
え

い
！　

え
い
！
」
と
力
強
く
発
声
す
る
と

全
軍
お
よ
び
場
内
か
ら
も
「
お
う
！
」
と

応
じ
て
、
鬨と
き

の
声こ
え

が
響
き
渡
っ
た
。
そ
し

て
、
太
鼓
を
合
図
に
、
前
軍
か
ら
順
に
全

軍
が
勇
ま
し
く
進
発
。
悠
々
と
場
内
を
２

回
練
り
歩
い
た
。

【
武
道
功
労
者
】

▽
柔　

道
＝
中な

か

村む
ら

良り
ょ
う

三ぞ
う

（
茨
城
）

▽
剣　

道
＝
佐さ

藤と
う

成な
り

明あ
き

（
茨
城
）

▽
弓　

道
＝
岡お

か

﨑ざ
き

廣ひ
ろ

志し

（
山
形
）

▽
相　

撲
＝
中な
か

山や
ま

国く
に

久ひ
さ
（
東
京
）

▽
空
手
道
＝
並な
み

木き

知と
も

德の
り

（
東
京
）

▽
合
気
道
＝
和わ

田だ　

昭あ
き
ら（

愛
知
）

▽
少
林
寺
拳
法
＝
藤ふ

じ

本も
と

義よ
し

政ま
さ

（
兵
庫
）

▽
な
ぎ
な
た
＝
中な

か

村む
ら

ゆ
り
子こ

（
福
岡
）

▽
銃
剣
道
＝
野の

稲い
ね　

正た
だ
し（
千
葉
）

▽
日
本
武
道
館
＝
太お

お

田た

昭あ
き

宏ひ
ろ

（
東
京
）

【
武
道
優
良
団
体
】

▽
柔　

道
＝
愛
知
真
和
学
園
大
成
中
学
校
女
子
柔
道
部

▽
剣　

道
＝
一
般
財
団
法
人
全
日
本
剣
道
道
場
連
盟

▽
弓　

道
＝
名
古
屋
弓
道
協
会

▽
相　

撲
＝
慶
應
義
塾
大
学
相
撲
部

▽
空
手
道
＝
浪
速
学
院
浪
速
高
等
学
校
空
手
道
部

▽
合
気
道
＝
大
阪
府
合
気
道
連
盟

▽
少
林
寺
拳
法
＝
群
馬
県
少
林
寺
拳
法
連
盟

▽
な
ぎ
な
た
＝
福
井
県
な
ぎ
な
た
連
盟

▽
銃
剣
道
＝
旭
川
実
業
高
等
学
校
銃
剣
道
部

※
武
道
功
労
者
に
よ
る
寄
稿
文
は
11
〜
�1
頁

に
、
武
道
優
良
団
体
の
紹
介
は
1�0
〜
1�1
頁

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
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副将軍による鏡割り 場内には鬨の声が響き渡った

三献の儀誓いの言葉の奉読

鎧
着
初
め
・
鏡
開
き
式臼井大将軍をはじめとする全軍による行進
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模
範
演
武
で
は
、
先
立
っ
て
川
端
達
夫

日
本
武
道
館
常
任
理
事
が
、

「
武
道
は
身
体
を
鍛
え
、
如い

何か

な
る
こ
と

に
も
揺
る
が
な
い
強
い
心
を
つ
く
り
、
立

派
な
人
格
形
成
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
模
範
演
武
を
披
露
し
て
い
た
だ
く
皆

様
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
武
道
の
模
範
と
し
て

立
派
に
行
っ
て
い
た
だ
き
、
皆
様
の
一
年

が
充
実
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
祈
念
い
た

し
ま
す
」
と
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

次
に
、
弓
道
の
「
四
つ
矢
行
射
」
か
ら

演
武
は
開
始
さ
れ
た
。
続
い
て
、
空
手
道

「
ウ
ン
ス
ー
」、
銃
剣
道
「
銃
剣
道
の
形
、

応
用
技
、
試
合
」、
合
気
道
「
基
本
技
、

応
用
技
、
自
由
技
」、
な
ぎ
な
た
「
全
日

本
な
ぎ
な
た
の
形
」、柔
道「
古
式
の
形
」、

少
林
寺
拳
法
「
一
般
女
子
、
一
般
男
女
、

一
般
男
子
に
よ
る
組
演
武
」、
剣
道
「
全

日
本
剣
道
連
盟
杖
道
」、
相
撲
「
基
本
動

作
と
技
・
決
ま
り
手
の
説
明
」
が
披
露
さ

れ
た
。
各
道
を
代
表
す
る
演
武
者
に
よ
る

技
法
に
場
内
か
ら
は
感
嘆
の
た
め
息
が
も

れ
て
い
た
。

模
範
演
武

川端達夫日本武道館常任理事

少林寺拳法弓　道

空手道

銃剣道
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【
演
武
者
】（
演
武
順
）

▽
弓
道
＝
森
川
繁
孝
五
段
、
橋
本
隆
志
五

段
、
友
安
正
人
教
士
六
段

▽
空
手
道
＝
平
紗
枝
二
段
、
武
儀
山
舞
二

段
、
石
橋
咲
織
二
段

▽
銃
剣
道
＝
石
井
博
衛
範
士
八
段
、
渡
邉

正
一
教
士
八
段
、
小
倉
弘
之
教
士
七

段
、
佐
藤
岳
錬
士
六
段
、
岩
下
英
樹
錬

士
六
段
、
橋
本
真
悟
錬
士
六
段

▽
合
気
道
＝
金
澤
威
七
段
、
鈴
木
俊
雄
六

段
、小
山
雄
二
五
段
、日
野
皓
正
五
段
、

梅
津
翔
五
段
、
里
舘
潤
四
段
、
松
村
光

参
段
、
鈴
木
昴
平
参
段
、
桑
原
将
太
参

段
▽
な
ぎ
な
た
＝
吉
井
美
惠
子
範
士
、
谷
本

良
子
教
士

▽
柔
道
＝
中
西
英
敏
八
段
、
松
本
勇
治
七

段
▽
少
林
寺
拳
法
＝
川
島
佑
斗
正
拳
士
五

段
、
小
澤
晴
太
正
拳
士
四
段
、
小
澤
里

菜
正
拳
士
四
段
、
高
橋
明
日
香
正
拳
士

四
段
、
山
本
望
三
段

▽
剣
道
＝
藤
崎
興
朗
杖
道
範
士
八
段
、
釣

賀
敏
郎
杖
道
範
士
八
段

▽
相
撲
＝
舛
田
守
八
段
、
星
野
旭
克
二

段
、勝
呂
歩
紀
三
段
、六
井
健
人
初
段
、

松
浦
裕
介
参
段
、
ラ
グ
チ
ャ
ー
・
ジ
ャ

ミ
ン
ト
ク
ト
ホ

合気道

柔　道

なぎなた

剣　道

相　撲
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模
範
演
武
が
終
了
す
る
と
武
道
始
め

（
各
道
稽
古
会
）
と
な
っ
た
。

　

初
め
に
山
谷
え
り
子
参
議
院
議
員
・
日

本
武
道
館
理
事
が
、

「
稽
古
会
で
は
皆
様
の
日
頃
の
成
果
を
発

揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

年
干
支
は
亥
。
十じ
っ

干か
ん

を
組
み
合
わ
せ
る
と

己つ
ち

亥の
と
いと
い
う
年
で
あ
り
ま
す
。
次
の
準
備

を
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
迎
え
る
年
と
い
わ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
今
ま
さ
に
、
道
を

求
め
る
心
、
武
道
の
心
が
大
切
に
な
っ
て

い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
私
も
武
道
議
員

連
盟
の
一
人
と
し
て
、
武
道
人
と
し
て
本

年
も
尽
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
挨
拶
を
述
べ
た
。

　

柔
道
、
剣
道
、
相
撲
、
空
手
道
、
合
気

道
、
少
林
寺
拳
法
、
な
ぎ
な
た
、
銃
剣
道

の
子
供
を
中
心
と
し
た
参
加
者
約
１
２
０

０
名
が
場
内
一
杯
に
広
が
り
、
元
気
よ
く

稽
古
を
行
っ
た
。
寒
の
内
の
季
節
な
が
ら

も
、
寒
気
を
吹
き
飛
ば
す
か
の
よ
う
に
場

内
は
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。

　

最
後
は
観
覧
者
も
交
え
た
全
員
で
「
お

し
る
こ
会
」
と
な
り
、
お
汁
粉
や
樽
酒
が

振
る
舞
わ
れ
た
。
場
内
の
あ
ち
こ
ち
で
車

座
に
な
っ
て
談
笑
し
、
舌し
た

鼓つ
づ
みを
打
っ
て
い

た
。
晴
れ
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
一
連
の

行
事
を
全
て
終
え
て
会
は
幕
を
閉
じ
た
。

武
道
始
め
（
稽
古
会
）・
お
し
る
こ
会

山谷えり子参議院議員
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◎
大
将
軍
＝
臼
井
日
出
男
日
本
武
道
館
理
事
長

▽�

鏡
開
き
式
を
終
え
て
の
感
想
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

「
昨
年
、
モ
ス
ク
ワ
市
に
お
い
て
日
本
武

道
館
の
鏡
開
き
式
を
披
露
し
ま
し
た
。
今

回
は
そ
の
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
行
い
ま

し
た
。
ロ
シ
ア
で
は
時
間
の
関
係
で
省
略

し
ま
し
た
が
、
日
本
で
は
い
つ
も
の
通

り
、
全
部
、
じ
っ
く
り
や
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
平
成
最
後
の
鏡
開
き
式
で
も

あ
り
、
非
常
に
感
慨
深
い
鏡
開
き
式
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
日
本
の

武
道
と
い
う
も
の
を
世
界
に
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
も
、
こ
う
し
た
式
典
は
し
っ
か

り
と
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

▽�

日
本
武
道
館
と
し
て
２
０
１
９
年
を
ど

の
よ
う
な
一
年
に
し
た
い
で
す
か
。

「
我
々
の
頭
に
あ
る
の
は
２
０
２
０
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
柔
道
・
空
手
道
の
実
施
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
も
の
を
し
っ
か
り
と
成
功
さ

せ
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
武
道
館

の
増
改
修
が
終
了
し
ま
す
と
、
よ
り
よ
い

環
境
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
楽
し
ん
で
も
ら

う
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
し

っ
か
り
と
増
改
修
工
事
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」

◇

◎
副
将
軍
＝
林は
や

典し
み

夫ち
お

合
気
会
常
務
理
事

「
鎧
を
着
た
瞬
間
に
身
が
引
き
締
ま
り
ま

し
た
。
昔
の
戦
国
武
将
も
こ
う
だ
っ
た
の

か
な
と
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
回
副
将
軍
に
選
ん
で
い
た
だ
い
た

こ
と
は
本
当
に
名
誉
な
こ
と
で
す
。
８
年

か
９
年
に
一
度
し
か
な
い
巡
り
合
わ
せ
に

私
が
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
大
変
幸
運
だ

っ
た
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
」

大
将
軍
・
副
将
軍
役
を
終
え
て

昭和 43年鏡開き式
赤城理事長（左）と三島氏

昭和 40年鏡開き式

平成２年鏡開き式
塩川大将軍（中央）
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講
道
館
鏡
開
式
は
１
月
��
日
に
、
全
国

か
ら
���
名
の
修
行
者
、
関
係
者
が
集
ま
っ

て
講
道
館
大
道
場
で
行
わ
れ
た
。

　

式
は
午
前
10
時
に
開
会
し
た
。
は
じ
め

に
館
員
を
代
表
し
て
梅
津
勝
子
九
段
が

「
上
村
館
長
を
は
じ
め
、
会
員
皆
様
方
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
」
と
賀
詞
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
上
村
春
樹
講
道
館
館
長
が
年

頭
の
挨
拶
に
立
っ
た
。

　
「
今
年
も
た
く
さ
ん
の
行
事
や
公
務
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
来
年
は
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
、
今

年
は
前
哨
戦
と
し
て
世
界
選
手
権
が
同
会

場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
大
会
を

成
功
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

競
技
と
し
て
の
柔
道
の
発
展
だ
け
で
な

く
、
教
育
と
し
て
の
柔
道
、
人
づ
く
り
と

し
て
の
柔
道
も
力
強
く
推
進
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
嘉
納
治
五
郎
師
範

が
残
さ
れ
た
教
訓
を
元
に
、
柔
道
の
正
し

い
普
及
振
興
を
国
内
外
に
行
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、

先
達
が
残
さ
れ
た
柔
道
の
歴
史
に
立
ち
返

り
、『
精
力
善
用
』『
自
他
共
栄
』
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

そ
の
後
、
７
種
の
形
演
武
、
強
化
選
手

と
の
少
年
部
・
女
子
部
・
成
年
の
乱
取
稽

古
が
披
露
さ
れ
た
。
ま
た
、本
年
は
場
所
・

服
装
を
問
わ
ず
身
体
鍛
錬
が
で
き
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
精
力
善
用
国
民
体
育
が
披

露
さ
れ
た
。

　

昇
段
発
表
証
書
授
与
で
は
、
各
段
位
に

昇
段
し
た
代
表
者
に
上
村
館
長
か
ら
証
書

が
手
渡
さ
れ
た
。
毎
年
恒
例
の
し
る
こ
会

で
は
、
参
加
者
は
し
る
こ
に
舌し
た

鼓つ
づ
みを

打
ち

な
が
ら
、仲
間
と
談
笑
の
時
を
過
ご
し
た
。

世
界
へ
向
け
て

■
形
演
武
者

◇
投
の
形
＝
取
・
赤
坂
洋
輔
六
段
、
受
・
若

菜
大
介
六
段

◇
固
の
形
＝
取
・
大
島
修
次
七
段
、
受
・
紺

野
直
能
五
段

◇
極
の
形
＝
取
・
竹
石
憲
治
六
段
、
受
・
植

松
恒
司
六
段

◇
柔
の
形
＝
取
・
岩
田
美
喜
女
子
参
段
、
受
・

内
田
み
ゆ
き
女
子
参
段

◇
講
道
館
護
身
術
＝
取
・
石
堂
勇
人
七
段
、

受
・
熊
谷
修
六
段

◇
五
の
形
＝
取
・
向
井
幹
博
七
段
、
受
・
南

保
徳
双
六
段

◇
古
式
の
形
＝
取
・
松
井
勲
八
段
、
受
・
山

本
三
四
郎
七
段

♢
精
力
善
用
国
民
体
育
＝
取
・
竹
渕
典
子
女

子
六
段
、
受
＝
灰
原
茉
美
女
子
四
段

形の演武（講道館護身術）

少年部乱取稽古

上村春樹館長

講
道
館
鏡
開
式

形の演武（投の形）

柔
道
の
正
し
い
普
及
振
興
を
願
う

心ٕମ ਓをҭてる૯߹ࢽ
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合
気
会
鏡
開
き
式
は
１
月
��
日
に
合
気

会
本
部
道
場
で
開
か
れ
、
全
国
か
ら
約
２

０
０
０
名
の
修
行
者
が
集
ま
っ
て
新
年
を

祝
っ
た
。

　

式
は
午
後
２
時
に
始
ま
り
、
植
芝
守
央

合
気
道
道
主
が
年
頭
の
挨
拶
を
述
べ
た
。

「
今
年
は
開
祖
が
亡
く
な
ら
れ
て
�0
年
、

吉
祥
丸
２
代
目
道
主
が
亡
く
な
ら
れ
て
20

年
の
節
目
の
年
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
間
、

合
気
会
は
先
達
か
ら
今
日
に
い
た
る
ま
で

の
皆
様
の
お
力
に
よ
り
、
世
界
1�0
の
国
と

地
域
に
大
き
な
輪
が
広
が
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。
特
に
、
最
近
で
は
ロ
シ
ア
、
東
欧

を
始
め
、
中
央
ア
ジ
ア
、
南
米
、
ア
フ
リ

カ
に
ま
で
そ
の
輪
が
広
が
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
、
私
共
は
こ
の
流
れ
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
開
祖
が
作
ら
れ
た
合
気
道
の

理
念
、
技
法
を
し
っ
か
り
と
後
世
に
伝
え

て
い
く
こ
と
が
役
目
で
は
な
い
か
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
日
々
の

稽
古
を
大
切
に
し
、
精
進
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
」

　

次
に
、
山
谷
え
り
子
参
議
院
議
員
が
挨

拶
を
行
い
、
保
坂
三
蔵
元
参
議
院
議
員
が

来
賓
の
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

植
芝
道
主
に
よ
る
奉
納
演
武
の
後
、
推

薦
昇
段
者
発
表
及
び
証
書
授
与
式
が
行
わ

れ
た
。
初
段
か
ら
七
段
ま
で
の
各
段
位
昇

段
者
の
代
表
者
と
、
八
段
昇
段
者
に
植
芝

道
主
が
証
書
を
手
渡
し
た
。

　

証
書
授
与
式
後
は
、直な
お

会ら
い

が
行
わ
れ
た
。

は
じ
め
に
、
多
田
宏
本
部
道
場
師
範
が
挨

拶
を
述
べ
た
。
そ
し
て
、
赤
沼
二
己
男
理

事
の
発
声
で
乾
杯
。
参
加
者
た
ち
は
仲
間

と
語
ら
い
な
が
ら
、
新
年
の
決
意
を
新
た

に
し
た
。

昇段者への証書授与

直会植芝道主による奉納演武

合
気
道
の
理
念
、
技
法
を

植芝守央合気道道主

合
気
会
鏡
開
き
式

し
っ
か
り
と
後
世
に
伝
え
よ
う
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１
月
��
日
、
少
林
寺
拳
法
連
盟
本
部
に

お
い
て
、「
鏡
開
き
・
稽
古
始
め
」
を
行
い
、

全
国
よ
り
約
１
４
０
０
名
の
拳
士
、
保
護

者
、
関
係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
一
財
連
盟
の
昨
年
の
活
動
の
様

子
を
編
集
し
た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
上
映

し
、
川
島
一
浩
会
長
の
年
頭
挨
拶
で
は
、

一
年
の
様
々
な
活
動
に
対
す
る
ご
協
力
の

お
礼
と
と
も
に
、一
財
連
盟
の
活
動
方
針
、

特
に
少
林
寺
拳
法
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
活
躍
し

て
い
る
警
察
関
係
の
支
部
増
加
に
向
け
て

方
針
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
世
代
の
代
表
者
か
ら
の
新

年
の
誓
い
、
演
武
披
露
の
後
、
稽
古
始
め

を
行
い
ま
し
た
。
一
般
の
会
場
で
は
川
島

会
長
よ
り
技
術
披
露
と
と
も
に
指
導
が
行

わ
れ
、
会
長
の
周
り
に
は
間
近
で
技
術
指

導
を
受
け
る
べ
く
多
く
の
参
加
者
が
集
ま

り
、
熱
気
を
帯
び
た
練
習
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
少
年
の
会
場
で
は
、
志
村
職
員
よ
り

指
導
が
行
わ
れ
、
基
本
練
習
で
は
大
人
顔

負
け
の
気
合
い
が
出
る
な
ど
、
引
き
締
ま

っ
た
表
情
が
印
象
的
で
し
た
。

　

最
後
に
行
わ
れ
た
少
林
寺
拳
法
グ
ル
ー

プ
全
体
で
の
新
春
の
つ
ど
い
で
は
、
鏡
割

り
、
餅
つ
き
、
太
鼓
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
、

お
し
る
こ
、
う
ど
ん
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ

ま
し
た
。
特
に
餅
つ
き
で
は
、
子
供
た
ち

や
高
校
生
た
ち
が
杵
を
振
り
、
周
り
で
は

仲
間
が
笑
顔
で
写
真
撮
影
を
す
る
な
ど
、

稽
古
始
め
と
は
違
っ
た
笑
顔
が
溢
れ
て
い

ま
し
た
。「
晴
天
に
恵
ま
れ
、
気
持
ち
よ

か
っ
た
」「
ま
た
来
年
も
来
ま
す
！
」
と

い
っ
た
多
く
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

（
文
・
写
真
＝
一
般
財
団
法
人�

少
林
寺
拳
法
連
盟
）

１
４
０
０
名
の
参
加
者
が

一
般
財
団
法
人

　
　
　
　

少
林
寺
拳
法
連
盟
鏡
開
き
・
稽
古
始
め

稽古始め

新
年
初
稽
古
を
行
う
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ニュース

柔
道
男
子

剣
道
男
子

　

第
��
回
若
潮
杯
争
奪
武
道
大
会
（
主
催

＝
日
本
武
道
館
、
国
際
武
道
大
学
）
が
昨

年
��
月
��
日
・
��
日
に
国
際
武
道
大
学
で

開
催
さ
れ
た
。

　

全
国
か
ら
選
抜
さ
れ
た
高
校
生
が
初
日

に
剣
道
、
２
日
目
は
柔
道
、
な
ぎ
な
た
の

各
種
目
で
競
技
を
行
っ
た
。

□
剣
道
の
部
（
男
女
各
��
チ
ー
ム
）

　

１
・
２
年
生
に
よ
り
、
５
人
制
で
行
わ

れ
、
３
校
に
よ
る
予
選
リ
ー
グ
を
行
っ
た

後
、
各
リ
ー
グ
１
位
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
に
よ
っ
て
覇
が
競
わ
れ
た
。

　

男
子
決
勝
は
、
佐
野
日
大
（
栃
木
）
と

育
英
（
兵
庫
）
が
対
戦
。
佐
野
日
大
が
先

鋒
で
一
本
勝
。
そ
の
後
の
、次
鋒
、中
堅
、

副
将
、
大
将
戦
は
全
て
引
き
分
け
。
佐
野

日
大
が
育
英
を
１
─
０
で
降く
だ

し
、
初
優
勝

を
果
た
し
た
。

　

女
子
は
昨
年
女
王
の
県
立
守
谷
（
茨

城
）
が
札
幌
日
大
（
北
海
道
）
を
２
─
１

で
破
り
、
見
事
連
覇
達
成
、
８
度
目
の
優

勝
を
果
た
し
た
。

□
柔
道
の
部
（
男
女
各
��
チ
ー
ム
）

　

１
・
２
年
生
に
よ
り
、
男
子
５
人
制
、

女
子
３
人
制
で
実
施
さ
れ
た
。
４
校
に
よ

る
予
選
リ
ー
グ
の
後
、
各
リ
ー
グ
上
位
２

第
35
回
　
若
潮
杯
争
奪
武
道
大
会

国
士
舘
（
東
京
）
が
王
座
奪
還

佐
野
日
大
（
栃
木
）
が
初
優
勝

柔道男子決勝＝国士舘（東京）対東海大相模（神奈川）

剣道男子決勝＝佐野日大（栃木）対育英（兵庫）
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【
大
会
結
果
】

■
剣
道

▽
男
子
＝
①
佐
野
日
大
（
栃
木
）
②
育
英

（
兵
庫
）
③
九
州
学
院
（
熊
本
）、
翔
凜

（
千
葉
）

▽
女
子
＝
①
県
立
守
谷
（
茨
城
）
②
札
幌

日
大
（
北
海
道
）
③
桐
蔭
学
園
（
神
奈

川
）、
東
奥
義
塾
（
青
森
）

■
柔
道

▽
男
子
＝
①
国
士
舘
（
東
京
）
②
東
海
大

付
属
相
模（
神
奈
川
）③
天
理（
奈
良
）、

東
海
大
付
属
大
阪
仰
星
（
大
阪
）

▽
女
子
＝
①
富
士
学
苑
（
山
梨
）
②
敬
愛

（
福
岡
）
③
藤
枝
順
心
（
静
岡
）、
夙
川

学
院
（
兵
庫
）

■
な
ぎ
な
た

▽
男
子
＝
①
中
村
優
太（
神
奈
川
大
付
属
）

　

②
齋
藤
啓
侑
（
会
津
学
鳳
）
③
赤
羽
愛

翔
（
東
京
都
市
大
塩
尻
）、
和
田
イ
ワ

ヤ
ン
龍
（
岐
阜
県
立
大
垣
商
業
）

▽
女
子
＝
①
佐
藤
茉
奈
（
東
海
学
園
）

　

②
相
馬
華
江
（
会
津
学
鳳
）
③
田
中
成

美（
千
葉
女
子
）、村
山
花
音（
山
形
西
）

なぎなた女子優勝＝
佐藤茉奈（東海学園）

なぎなた男子優勝＝
中村優太（神奈川大付属）

剣道女子優勝＝県立守谷（茨城） 剣道男子優勝＝佐野日大（栃木）

柔道女子優勝＝富士学苑（山梨） 柔道男子優勝＝国士舘（東京）

校
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
競
わ
れ

た
。

　

男
子
決
勝
で
は
、
国
士
舘
（
東
京
）
が

東
海
大
付
属
（
神
奈
川
）
を
２
─
２
の
代

表
戦
で
降
し
、
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

女
子
は
、富
士
学
苑（
山
梨
）が
敬
愛（
福

岡
）
に
２
─
１
で
勝
利
し
、
見
事
２
連
覇

を
達
成
し
た
。

□
な
ぎ
な
た
の
部（
男
子
��
名
、女
子
��
名
）

　

１
〜
３
年
生
に
よ
り
、
男
女
と
も
３
人

１
組
の
リ
ー
グ
戦
の
後
、
各
リ
ー
グ
１
位

の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
覇
を
競
っ
た
。

　

男
子
の
決
勝
は
、
昨
年
３
位
に
入
賞
し

た
中
村
優
太
（
神
奈
川
大
付
属
）
が
齋
藤

啓
侑
（
会
津
学
鳳
）
に
小
手
で
一
本
勝
。

優
勝
を
決
め
た
。

　

女
子
は
、
佐
藤
茉
奈
（
東
海
学
園
）
が

相
馬
華
江
（
会
津
学
鳳
）
か
ら
小
手
で
一

本
勝
し
、
優
勝
を
果
た
し
た
。

心ٕମ ਓをҭてる૯߹ࢽ
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ୈ
ࡾ
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࡞
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ࢦ
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ɹ
ୈ
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ষ
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τ
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๏
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ࢦ
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ୈ
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ষ
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ɹ
ୈ
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ɹ
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ࢦ
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少
年
柔
道
指
導
の
現
場
で
役
に
立
つ
好
評
連
載
を
単
行

本
化
。
付
録
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
は
、写
真
で
は
伝
わ
り
に
く
か
っ

た
部
分
を
映
像
で
紹
介
。

　
ま
た
、
少
年
柔
道
が
抱
え
る
様
々
な
問
題
点
を
、
講
道

館
所
蔵
の
柔
道
文
献
か
ら
、
解
決
の
糸
口
を
探
っ
て
い
く
。

好評発売中！
̖
５
判
・
ฒ
製
・
̙
̫
̙

・
̐
̍
̐
頁
・
ຊ
ମ
２
̐
̌
̌
ԁ
ʴ
੫

役
に

立
つ

少
年
柔
道
指
導
法

収
録
時
間
１
７
０
分
を
超
え
る

解
説
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
属
！

役
に

立
つ

少
年
柔
道
指
導
法


Ҫ

ɹװ
ത
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●
開
講
式　

開
講
式
で
は
、
は
じ
め
に
浦う
ら

嶋し
ま

三さ
ぶ

郎ろ
う

日
本
相
撲
連
盟
常
務
理
事
が
主
催

者
挨
拶
に
立
ち
、「
全
国
か
ら
学
校
教
員
、

大
学
生
、
地
域
ク
ラ
ブ
の
指
導
者
な
ど
多

く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
師

陣
が
し
っ
か
り
と
計
画
を
練
り
、
学
校
授

業
で
安
全
に
楽
し
く
相
撲
の
指
導
が
で
き

る
よ
う
、
考
え
ら
れ
た
研
修
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。
参
加
し
て
よ
か
っ
た
と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
研
修
会
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
３
日
間
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
三み

藤ふ
じ

芳よ
し

生お

日
本
武
道
館
常
任
理

事
・
事
務
局
長
が
、「
10
月
に
ロ
シ
ア
と

日
本
の
交
流
事
業
と
し
て
、
ハ
バ
ロ
フ
ス

ク
に
日
本
武
道
代
表
団
を
派
遣
し
、
最
も

盛
り
上
が
っ
た
の
が
相
撲
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
し
た
。
11
月
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
派

遣
日
本
武
道
代
表
団
で
も
、
相
撲
の
団
員

が
サ
イ
ン
攻
め
に
あ
う
な
ど
、
海
外
に
お

け
る
相
撲
人
気
は
絶
大
で
す
。
日
本
で
も

相
撲
授
業
を
採
用
す
る
学
校
が
増
え
る
可

能
性
は
十
分
あ
り
ま
す
。
本
研
修
会
で
相

撲
の
魅
力
、
奥
深
さ
を
学
ん
で
い
た
だ

き
、
子
供
た
ち
に
相
撲
の
す
ば
ら
し
さ
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
指
導
力
を

安全で楽しく実施できる
　

■
１
日
目
（
��
月
��
日
）

ɹୈ̑ճશࠃ૬ࢦಋऀݚमձʢओ࠵ʹຊಓؗɾ
ຊ૬࿈ໍɺޙԉʹスϙーπிʣ �� ݄ �� ʙ �� 
ͷ̏ؒɺઍ༿ݝউӜࢢͷຊಓؗݚमηϯλーͰ։
Εͨɻ͞࠵
ɹશࠃͰ૬Λࢦಋ͢Δখதֶߍɾߴֶڭߍһٴͼࣾ
ձମҭࢦಋऀฒͼʹ͜ΕΒࢦಋऀΛऀ͢ࢦΛରͱ͠
ͨதֶߍ૬तۀʹ͓͚Δࢦಋཧͱࢦಋ๏ʹؔ͢Δݚ
मձ͕ߦΘΕɺࢣߨɾॿ໊̓ࢣߨɺ૬Λઐͱ͠ͳ͍
খதߍߴͷڭһΛؚΉ Ճͨ͠ɻࢀ໊͕��

相撲授業を模索

第５回全国相撲指導者研修会
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高
め
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
し
た
。

◇

●
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴　

開
講
式
後
は
、『
中
学

校
武
道
必
修
化
指
導
書
』
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
武
道

編
を
全
員
で
視
聴
し
た
。

●
講
義
Ⅰ　

続
い
て
、
安あ
ん

藤ど
う

均ひ
と
し講
師
が

「
安
全
管
理
・
指
導
」
の
講
義
を
行
っ
た
。

　

学
校
は
生
徒
が
安
心
し
て
学
ぶ
安
全
な

場
所
で
あ
り
、
安
全
の
確
保
は
、
指
導
者

の
努
力
義
務
で
あ
る
。
安
全
確
保
の
ポ
イ

ン
ト
は
、
事
前
の
予
知
で
あ
っ
て
、
事
故

が
起
こ
ら
な
い
だ
ろ
う
で
は
な
く
、
起
こ

る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
意
識
を
常
に
も

つ
こ
と
が
重
要
。
押
し
・
寄
り
の
段
階
的

な
指
導
に
つ
い
て
、
立
ち
合
い
は
接
触
し

た
状
態
か
ら
始
め
、
頭
で
は
な
く
体
を
ぶ

つ
け
る
な
ど
、
分
か
り
や
す
い
具
体
例
を

あ
げ
、
講
義
の
ま
と
め
と
し
た
。

●
実
践
研
究
Ⅰ　

全
員
が
大
道
場
に
移
動

し
て
、
上か
み

村む
ら

裕ゆ
う

一い
ち

講
師
、
村む
ら

田た

安や
す

啓ひ
ろ

助
講

師
に
よ
る
「
グ
ル
ー
プ
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
が
行
わ
れ
た
。
８
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
自
己
紹
介
、
情
報
交
換
、
相
撲
普
及

の
可
能
性
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
交
流

し
、
相
撲
に
関
す
る
知
識
を
深
め
た
。

　

続
い
て
、基
本
動
作
、基
本
と
な
る
技
、

簡
易
試
合
の
実
技
研
修
が
行
わ
れ
た
。
日

本
相
撲
連
盟
作
成
の
動
画
を
見
な
が
ら
、

三藤芳生日本武道館
常任理事・事務局長

浦嶋三郎
日本相撲連盟常務理事

安藤均講師による「安全管理・指導」の講義

基
本
動
作
の
蹲そ
ん

踞き
ょ

、
塵ち
り

手ち
ょ

水う
ず

、
中
腰
の
構

え
、
四し

股こ

、
運
び
足
、
受
け
身
を
学
び
、

次
に
基
本
と
な
る
押
し
、
寄
り
、
出
し
投

げ
、
さ
ら
に
遊
び
の
要
素
を
取
り
入
れ
た

簡
易
試
合
が
紹
介
さ
れ
た
。
蹲
踞
相
撲
、

陣
取
り
相
撲
、
押
し
合
い
相
撲
な
ど
、
安

全
に
楽
し
く
相
撲
を
体
験
で
き
る
内
容

で
、
参
加
者
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

●
講
義
Ⅱ　

再
び
研
修
室
で
、
桑く
わ

森も
り

真ま
さ

介す
け

講
師
に
よ
る
「
指
導
法
概
論
」
の
講
義
が

行
わ
れ
た
。
中
学
校
相
撲
授
業
対
応
の
指

導
書
の
紹
介
、
中
学
校
武
道
必
修
化
の
経

緯
、
用
具
と
施
設
、
意
欲
を
高
め
る
た
め

の
工
夫
、
男
女
共
学
の
留
意
点
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
る
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
た
。

　

ま
と
め
と
し
て
、「
相
撲
の
教
材
と
し

て
の
魅
力
」
に
つ
い
て
、
専
門
家
以
外
で

も
指
導
が
可
能
、
ケ
ガ
が
少
な
く
初
歩
的

段
階
で
も
試
合
が
で
き
る
、
ル
ー
ル
が
簡

明
で
判
定
が
容
易
、
身
体
接
触
を
通
し
て

相
手
の
力
を
肌
で
感
じ
ら
れ
、
連
帯
感
、

信
頼
感
を
得
ら
れ
る
、
な
ど
の
特
長
を
あ

げ
て
、
相
撲
授
業
採
用
校
が
増
え
る
よ
う

連
盟
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
結

ん
だ
。

●
講
義
Ⅲ　

初
日
の
最
後
に
、
堀
ほ
り
う

内ち
わ

弥た
る

助

講
師
に
よ
る
「
指
導
計
画
」
の
講
義
が
行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　運び足を使用した「ムカデ」を実践
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の
状
況
に
危
機
感
を
持
ち
、
こ
れ
ま
で
負

の
要
素
と
考
え
ら
れ
て
い
た
、「
裸
」「
ま

わ
し
」「
裸
足
」
へ
の
抵
抗
感
、「
大
き
い

も
の
が
強
い
」
と
い
う
固
定
観
念
な
ど
を

取
り
除
き
、
新
た
な
方
向
性
を
模
索
し
、

相
撲
を
専
門
と
し
な
い
教
員
も
で
き
そ
う

だ
と
思
え
る
授
業
づ
く
り
を
目
指
し
た
。

研
究
授
業
で
の
発
表
を
重
ね
、
現
在
は
木

曽
郡
の
５
校
で
相
撲
授
業
が
行
わ
れ
て
い

る
と
、
報
告
し
た
。

●
実
践
研
究
Ⅱ
・
１　

続
い
て
、
実
践
研

究
「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
る
指
導
案
の

作
成
」
が
行
わ
れ
た
。
６
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、「
中
腰
の
構
え
」「
四
股
」「
押
し
」

「
寄
り
」「
崩
し
」「
礼
法
」
の
テ
ー
マ
で
、

そ
れ
ぞ
れ
指
導
案
を
練
っ
た
。

●
実
践
研
究
Ⅱ
・
２　

午
後
は
「
グ
ル
ー

プ
ご
と
の
指
導
の
実
践
と
観
察
」
の
実
践

研
究
と
し
て
、
勝
浦
市
立
勝
浦
中
学
校
の

生
徒
1�
名
の
協
力
を
得
て
、
１
コ
マ
1�
分

の
模
擬
授
業
が
行
わ
れ
た
。
各
グ
ル
ー
プ

が
授
業
者
を
決
め
て
、
作
成
し
た
指
導
案

に
沿
っ
て
授
業
を
展
開
し
、
安
全
に
留
意

し
、〝
生
徒
の
主
体
的
・
対
話
的
活
動
〟

を
重
視
し
た
指
導
内
容
を
実
践
し
た
。

●
実
践
研
究
Ⅱ
・
３　

そ
の
後
、
研
修
室

で
「
研
究
協
議
」
が
行
わ
れ
、
各
グ
ル
ー

プ
の
責
任
観
察
者
が
意
見
を
発
表
し
、
安

わ
れ
た
。
日
本
武
道
協
議
会
刊
行
の
『
中

学
校
武
道
必
修
化
指
導
書
』
を
も
と
に
、

相
撲
の
特
性
、
相
撲
の
教
材
と
し
て
の
魅

力
、
学
習
指
導
の
あ
り
方
を
解
説
し
、
２

日
目
に
行
わ
れ
る
模
擬
授
業
の
指
導
計
画

作
成
の
ポ
イ
ン
ト
を
参
加
者
に
示
し
た
。

●
講
義
Ⅳ　

南
み
な
み

和か
ず

文ふ
み

講
師
に
よ
る
「
体
育

活
動
中
の
外
傷
・
傷
害
、
重
大
事
故
の
特

徴
、
お
よ
び
そ
の
予
防
対
策
」
の
講
義
が

行
わ
れ
、
重
大
事
故
の
原
因
や
具
体
例
を

示
し
、
危
険
な
技
、
組
手
に
つ
い
て
指
導

を
徹
底
し
た
い
と
連
盟
の
取
組
を
説
明
し

た
。

●
講
義
Ⅴ　

続
い
て
、
上
村
講
師
が
中
学

校
武
道
授
業
の
「
実
践
事
例
紹
介
」
を
行

っ
た
。
長
野
県
木
曽
町
中
学
校
で
行
っ
て

い
る
授
業
事
例
を
紹
介
し
た
。
木
曽
町
は

明
治
時
代
か
ら
相
撲
が
盛
ん
で
あ
り
、
木

曽
町
中
で
は
�0
年
以
上
相
撲
を
授
業
に
取

り
入
れ
て
い
る
。

　

長
野
県
内
で
相
撲
授
業
を
実
施
し
て
い

る
中
学
校
は
数
校
あ
っ
た
が
、
部
活
指
導

型
の
練
習
か
ら
抜
け
出
せ
ず
、
教
材
研
究

も
行
わ
れ
な
い
状
況
が
続
き
、
平
成
2�
年

に
は
木
曽
町
中
1
校
の
み
と
な
っ
た
。
こ

　

■
２
日
目
（
��
月
��
日
）

生徒が楽しめる簡易相撲を紹介（蹲踞相撲）模擬授業での指導内容の確認

四股の指導では笑みがこぼれる（模擬授業） イスを使用した中腰の構えの指導（模擬授業）
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第５回全国相撲指導者研修会
講師・助講師・事務局名簿

ʲࢣߨʳ
　ೆ　จ　ຊ૬࿈ໍ෭ձ
　Ӝౢࡾ　ຊ૬࿈ໍৗཧࣄ
ڀݚಋ๏ࢦۀ૬तߍਅհ　ຊ૬࿈ໍதֶ܂　
　　　　　　ҕһձ࠲ʗ໌࣏େֶڭत
ڀݚಋ๏ࢦۀ૬तߍຊ૬࿈ໍதֶ　ۉ　౻҆　
　　　　　　ҕһձҕһʗݝીொַཱࡾখֶߍ
ߍ　　　　　　
　্ଜ༟Ұ　ຊ૬࿈ໍதֶߍ૬तࢦۀಋ๏ڀݚ
　　　　　　ҕһձҕһʗݝીொཱીொதֶ
་ڭߍ　　　　　　
ʲॿࢣߨʳ
　ງ　　ຊ૬࿈ໍதֶߍ૬तࢦۀಋ๏ڀݚ
　　　　　　ҕһձҕһʗࢁསݝݟ໌ཱࢢ٢ా࢜த
་ڭߍֶ　　　　　　
　ଜా҆ܒ　ຊ૬࿈ໍதֶߍ૬तࢦۀಋ๏ڀݚ
　　　　　　ҕһձҕһʗֶߍ๏ਓֶߍ৬һ
ʲࣄہʳ
　҆Ҫஉ　ຊ૬࿈ໍઐཧࣄ
　٢ଜ　ొ　ຊ૬࿈ໍओࣄ
　দඌو೭　ຊ武道ؗৼڵ՝
՝ओڵਓ　ຊ武道ؗৼࣉࠓ　

藤
、
上
村
両
講
師
が
そ
れ
ぞ
れ
感
想
を
述

べ
る
形
で
進
め
ら
れ
た
。

●
実
践
研
究
Ⅲ　

最
終
日
は
実
践
研
修

「
審
判
法
研
修
・
簡
易
試
合
の
体
験
」
が

行
わ
れ
た
。
浦
嶋
講
師
は
、
審
判
の
心
得

と
し
て
、
ル
ー
ル
を
守
る
、
武
道
精
神
を

大
切
に
す
る
、
安
全
に
気
を
配
る
こ
と
を

あ
げ
た
。

　

続
い
て
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
簡
易

試
合
を
行
っ
た
。
チ
ー
ム
10
名
の
団
体
戦

で
、
指
相
撲
・
腕
相
撲
・
け
ん
け
ん
相
撲

な
ど
で
真
剣
勝
負
が
展
開
さ
れ
、
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
。

◇

●
閉
講
式　

閉
講
式
で
は
、
桑
森
講
師
が

講
評
、
安や
す

井い

和か
ず

男お

日
本
相
撲
連
盟
専
務
理

事
が
主
催
者
挨
拶
を
述
べ
、
全
日
程
を
終

了
し
た
。（

文
責
・
日
本
武
道
館
振
興
課
）

「審判法研修」では浦嶋三郎講師が主審の基本動作から指導した

盛り上がりを見せた団体戦の様子

　

■
３
日
目
（
��
月
��
日
）
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ʪࠂʫ

好
評
発
売
中
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ʪࠂʫ

日本武道館発行の単行本

日本武道館 編

日本の武道

（B５判・上製・箱入・526 頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236 頁 ）

日本のݩಙ

菅野 ֮໌ 著
౦ژ大学大学Ӄ教授

（ 四六判・上製・334 頁 ）

ྶડ
Ѩݚޠ

അݟ௩তٱ 著
খ学ߍ教་

（ 四六判・上製・320 頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

武道の全容を͜の一冊に集大成ʂ 『日本の武道』の英จ版ʢ%7% ʣ

武道におけるྱ法を小ּྲྀݪफ家が直ʑにࢦೆ

の人伝ݚ代の弓人Ѩر 日本人がڌりॴとしてきたՁ؍をৄઆ

道 ͦのັྗٷ

Ԭଜ๛ଠ 著
大学໊༪教授ޱࢁ

（ 四六判・上製・272 頁 ）

『五輪書』などの代表的な武道伝書をৄ解 著者の半生をたどり、弓道のັ力に迫る

武道をわかりқく描いた教ཆϚンΨ

武道のྱ๏

খּݪਗ਼ 著
Ұੈफ家ेࡾ教ݪഅज़ྱ๏খּٷ

（ 四六判・上製・278 頁 ）

武道伝書を読む

湯浅　晃 著
天理大学教授

（ 四六判・上製・348 頁 ）

子どもを育む武道の教育力をৄઆ 武道のจԽ的・伝౷的な事ฑを解໌

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）
தଜ ຽ༤ 著

ౡ大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

ɺなͥ武道͔ࠓ
ʕจԽͱ౷Λ͏ー
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平
成
��
年
度
全
国
な
ぎ
な
た
指
導
者
研

修
会
（
主
催
＝
日
本
武
道
館
・
全
日
本
な

ぎ
な
た
連
盟
、
後
援
＝
ス
ポ
ー
ツ
庁
）
は

��
月
��
日
～
��
日
の
�
日
間
、
千
葉
県
勝

浦
市
の
日
本
武
道
館
研
修
セ
ン
タ
ー
で
、

講
師
・
助
講
師
��
名
、
な
ぎ
な
た
を
専
門

と
し
な
い
中
学
校
保
健
体
育
科
教
員
を
含

む
��
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。

●
開
講
式

　

開
講
式
で
は
、
中
村
ゆ
り
子
全
日
本
な

ぎ
な
た
連
盟
常
務
理
事
が
主
催
者
挨
拶
に

立
ち
、「
な
ぎ
な
た
経
験
の
な
い
20
名
近

く
の
学
校
教
員
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。
な
ぎ
な
た
の
魅
力
を
実
感
で
き

る
研
修
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
楽
し

く
、
一
所
懸
命
学
ん
で
、
何
か
を
つ
か
ん

で
指
導
現
場
に
戻
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
三
藤
芳
生
日
本
武
道
館
常
任

理
事
・
事
務
局
長
が
「
指
導
者
と
し
て
の

資
質
向
上
、
現
場
で
の
指
導
力
発
揮
を
目

的
と
し
た
研
修
会
で
す
。
参
加
者
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
な
ぎ
な
た
連
盟
を
代
表
す

る
講
師
の
指
導
に
よ
り
、
現
在
の
力
量
を

超
え
る
よ
う
臨
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
初

■
１
日
目
（
��
月
��
日
）

全国なぎなた指導者研修会
ฏ ��

〜指導者としての資質向上を目指して〜

中学校武道必修化班（A班①）の実技研修
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心
の
先
生
に
は
な
ぎ
な
た
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
を
直
接
、
肌
で
感
じ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
挨
拶
を
述
べ
た
後
、
德
地
昌
代
講

師
が
講
師
代
表
挨
拶
を
行
っ
た
。

●
比
嘉
悟
特
別
講
師
に
よ
る
基
調
講
演

④
教
養
は
、
善
悪
や
価
値
の
判
断
基
準
に

な
り
、
人
生
の
岐
路
に
立
た
さ
れ
た
時

や
重
要
な
判
断
を
下
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
に
必
ず
必
要
に
な
る
。
教
養
を

身
に
つ
け
る
に
は
、
読
書
が
一
番
で
あ

る
。

⑤
自
己
を
高
め
る
こ
と
を
忘
れ
た
ら
、
指

導
者
と
し
て
の
資
格
は
な
い
。

⑥
常
に
新
し
い
知
見
を
学
ぶ
姿
勢
を
忘
れ

な
い
。

⑦
良
い
授
業
、
部
活
動
指
導
を
行
う
に

は
、
準
備
で
�0
％
が
決
ま
る
。

●�

『
中
学
校
武
道
必
修
化
指
導
書
』
武
道

編
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴

　

続
い
て
、
日
本
武
道
協
議
会
刊
行
『
中

学
校
武
道
必
修
化
指
導
書
』
武
道
編
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
視
聴
し
た
後
、
実
技
研
修
が
行
わ
れ

た
。

●
実
技
研
修
（
�
日
目
）

　

は
じ
め
に
、中
村
講
師
が
礼
法
、基
本
、

構
え
に
つ
い
て
一
斉
指
導
を
行
い
、「
礼

は
相
手
の
目
を
見
て
心
を
伝
え
る
こ
と
で

す
。
相
手
を
尊
重
す
る
気
持
ち
を
忘
れ
な

い
で
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

　

実
技
研
修
は
班
別
で
、
次
の
よ
う
に
行

わ
れ
た
。

▽�

Ａ
班
＝
①
中
学
校
武
道
必
修
化
（
今い
ま

浦う
ら

千ち

信の
ぶ

講
師
・
渡わ
た

邉な
べ

美み

穂ほ

講
師
）

◀︎部活動指導班（A班②）の実技研修

　

は
じ
め
に
、
比ひ

嘉が
さ

悟と
る

特
別
講
師
に
よ
る

基
調
講
演
「
人
を
育
て
、
人
を
つ
な
ぎ
、

人
の
絆
を
深
め
る
」
が
行
わ
れ
た
。
学

生
時
代
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
打
ち

込
み
、
高
校
教
員
を
�0
年
務
め
、
現
在
芦

屋
大
学
学
長
を
務
め
て
い
る
自
身
の
経

験
に
基
づ
い
た
指
導
者
論
を
熱
く
語
っ

た
。
主
な
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

①
私
の
教
育
目
標
は
、
実
社
会
で
、
社
会

に
貢
献
で
き
る
人
間
力
の
基
礎
を
育

て
る
こ
と
。

②
教
え
る
こ
と
は
学
ぶ
こ
と
、
教
え
る
こ

と
は
希
望
を
語
る
こ
と
。

③
指
導
者
の
役
割
は
、
個
々
の
才
能
に
気

付
か
せ
、
自
信
を
持
た
せ
、
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
め
る
人
間
関
係
を
育
て
る
人

間
形
成
に
あ
る
。

比嘉悟特別講師

授業協力者育成班（Ｂ班）の実技研修▶︎
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②
部
活
動
指
導
（
嶋し
ま

田だ

信の
ぶ

子こ

講
師
）

▽
Ｂ
班
＝
授
業
協
力
者
育
成
と
し
て

　

①
学
校
教
員
・
大
学
生
（
紫し

関せ
き

譲よ
し

子こ

講

師
、
松ま
つ

井い
り

亮ょ
う

子こ

講
師
）

　

②
社
会
体
育
指
導
者（
德と
く

地ち

昌ま
さ

代よ

講
師
）

　

必
修
化
班
（
Ａ
班
）
は
日
本
武
道
協
議

会
作
成
の
指
導
書
に
沿
っ
て
、
基
本
、
構

え
、
体
さ
ば
き
を
学
ん
だ
。
今
浦
講
師
は

「
な
ぎ
な
た
は
格
好
良
く
美
し
い
武
道
で

す
。
身
体
で
感
じ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見

を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
」
と
中
学
校
授
業
で

楽
し
く
安
全
に
実
践
で
き
る
指
導
法
を
説

明
し
た
。

告
と
し
て
、
木き

戸ど

康や
す

友と
も

明
石
市
立
鬼
怒
川

中
学
校
教
諭
と
田た

辺な
べ

夏な

奈な

晃
華
学
園
中
学

校
高
等
学
校
教
諭
が
発
表
し
、
な
ぎ
な
た

授
業
実
施
ま
で
の
経
緯
、
工
夫
等
を
資
料

に
基
づ
き
報
告
し
た
。

　

木
戸
氏
は
、
授
業
の
成
果
と
し
て
、
以

下
の
３
点
を
あ
げ
た
。

①
挨
拶
や
履
物
を
揃
え
る
な
ど
、
体
育
授

業
で
は
な
い
場
面
で
変
化
が
見
ら
れ
、

学
校
生
活
で
も
活
か
し
て
い
こ
う
と
い

う
姿
が
見
ら
れ
た
。

②
外
部
指
導
者
が
い
る
こ
と
で
、
生
徒
に

き
め
細
や
か
な
指
導
が
可
能
に
な
り
、

生
徒
に
達
成
感
、
向
上
心
を
持
た
せ
る

こ
と
が
で
き
た
。

③
外
部
指
導
者
と
事
前
に
授
業
の
流
れ
や

計
画
を
密
に
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
た

め
、
安
全
に
段
階
的
に
授
業
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

次
に
、
田
辺
氏
は
課
題
と
し
て
以
下
の

３
点
を
あ
げ
た
。

①
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
等
で
、
実
践

を
通
し
た
研
修
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
。

②
教
員
養
成
段
階
で
の
経
験
が
少
な
い
こ

と
。

③
生
徒
に
武
道
を
習
得
す
る
目
標
を
具
体

的
に
示
す
こ
と
。

授業協力者育成班（B班）の防具着装の指導

木戸康友
明石市立鬼怒川
中学校教諭

田辺夏奈
晃華学園中学校
高等学校教諭

●
中
学
校
武
道
授
業
実
践
例
報
告

　

夕
食
後
、
中
学
校
武
道
授
業
実
践
例
報
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て
、今
浦
講
師
よ
り「
実
際
の
授
業
で
は
、

運
動
が
苦
手
な
生
徒
が
多
い
中
で
ど
こ
ま

で
を
教
え
る
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま

す
。
本
時
の
め
あ
て
を
対
象
に
応
じ
て
、

予
め
示
す
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
生
徒
が

全
体
像
を
把
握
し
た
上
で
完
成
型
を
想
像

で
き
る
〝
仕
掛
け
〟
が
必
要
で
す
」
と
な

ぎ
な
た
授
業
を
実
施
す
る
際
の
ヒ
ン
ト
を

示
し
た
。続
い
て
、演
技
大
会
が
行
わ
れ
、

６
組
に
分
か
れ
リ
ー
グ
戦
で
、
し
か
け
応

じ
の
１
・
２
本
目
を
披
露
し
た
。
優
勝
チ

ー
ム
に
は
連
盟
か
ら
賞
品
が
贈
ら
れ
、
和

や
か
な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
た
。

●
成
果
披
露

　

す
べ
て
の
研
修
を
終
了
し
、
全
員
が
大

道
場
に
集
合
し
て
、
各
班
が
３
日
間
の
成

果
を
披
露
し
た
。
Ａ
班
は
代
表
者
が
「
一

対
多
数
」
の
指
揮
者
と
な
り
、
大
き
な
号

令
で
全
体
を
指
揮
し
た
。
Ｂ
班
は
、
３
グ

ル
ー
プ
が
リ
ズ
ム
な
ぎ
な
た
を
披
露
し
、

講
師
・
参
加
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
た
。

●
閉
講
式

　

閉
講
式
で
は
、
今
浦
講
師
が
講
師
講
評

を
、
中
村
常
務
理
事
が
主
催
者
挨
拶
を
述

べ
、
全
日
程
を
終
了
し
た

　
　
　
（
文
責
・
日
本
武
道
館
振
興
課
）

●
実
技
研
修
（
２
日
目
）

　

初
日
に
続
い
て
、
班
別
の
目
的
別
実
技

研
修
が
行
わ
れ
た
。

　

必
修
化
班
（
Ａ
班
）
は
、礼
法
、構
え
、

体
さ
ば
き
の
復
習
か
ら
始
ま
り
、
な
ぎ
な

た
の
操
作
、
手
の
内
、
上
下
振
り
、
正
面

打
ち
、
午
後
は
空
間
で
の
連
続
打
ち
、
一

対
多
数
の
号
令
な
ど
を
学
ん
だ
。
続
い
て

一
対
一
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
よ
る
打
ち
返

し
選
手
権
が
行
わ
れ
た
。
参
加
者
が
審
判

を
務
め
、
判
断
基
準
と
し
て
、
八
相
の
構

え
が
で
き
て
い
る
か
、
打
つ
高
さ
の
正
確

さ
、
発
声
、
姿
勢
、
技
の
連
続
性
が
示
さ

れ
た
。

●
情
報
交
換
会

　

実
技
研
修
後
、
研
修
室
で
情
報
交
換
会

が
行
わ
れ
、
中
村
講
師
、
今
浦
講
師
か
ら

中
学
校
体
育
授
業
実
施
に
向
け
た
連
盟
の

取
組
と
し
て
授
業
協
力
者
人
材
バ
ン
ク
の

活
用
、
課
題
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

●
実
技
研
修
（
�
日
目
）

　

最
終
日
も
引
き
続
き
、
班
別
研
修
が
行

わ
れ
た
。
必
修
化
班
（
Ａ
班
）
で
は
、
授

業
の
進
め
方
、
授
業
達
成
目
標
に
つ
い

■
２
日
目
（
��
月
��
日
）

■
３
日
目
（
��
月
��
日
）

リズムなぎなたを披露する（Ｂ班）▶︎

◀︎研修で学んだ 1対多数の号令を披露（Ａ班）
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元
全
日
本
な
ぎ
な
た
連
盟
顧
問

徳
永 

千
代
子
著

私
の
歩
ん
だ

なぎなたという素晴らしい武道を

一人でも多くの人に伝えたい

˖ୈ̍ষଟײな少ঁ時代　˖ୈ̎ষಽज़教
һཆ成ॴ　˖ୈ̏ষଔ業　˖ୈ̐ষなぎなた
教ࢣ˖ୈ̑ষ全日本なぎなた連盟݁成　˖ୈ
̒ষஂࡒ法人Խ　˖ୈ̓ষମڠՃ盟と国ମࢀ
Ճ　˖ୈ̔ষ生֔ଓくなぎなたの道

ઓલのಽज़教һཆ成ॴに࢝まり、ઓ後の
ۤの෮ظڵをܦて、現在のོにࢸるま
で、著者ࣗが歩Μͩなぎなたの道を振り
返りながら、なぎなたの素晴らしさをᨳい
্͛た会心࡞。なぎなたѪ者のみならͣ、
武道ࢦಋ者必読の一書。

（ 

四
六
判
・
上
製
・
２
５
２
頁 

）
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日本武道館発行の単行本

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編

翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236 頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

（ 四六判・上製・366 頁 ）

一千数百年の歴史を有する武道の全容を一冊に

集大成。武道小百科事典としても役立つ充実の

巻末資料など、武道関係者必携書。

武道のすべてを網羅した『日本の武道』の英語

版がついに刊行 !　海外武道修業者・関係者に

おすすめしたい決定版。

なぎなたに夢を馳せて

長濱 文子 著

沖縄県なぎなた連盟会長
国際なぎなた連盟副会長

（ 四六判・上製・356 頁 ）

沖縄におけるなぎなた成長の道のりを、連盟会

長として組織運営・人材育成に携わってきた著

者が振り返る。

贈る言葉
なぎなた範士からのメッセージ

月刊「武道」編集部 編

全国各地のなぎなた範士 25 名が、後世のなぎ

なた人へ贈るメッセージ。近代なぎなたの史料

ともなる各範士の歩みを綴った半生記集。

武道伝書を読む

湯浅　晃 著
天理大学教授

（ 四六判・上製・348 頁 ）

『風姿花伝』、『兵法家伝書』、『五輪書』など、代

表的な武道伝書をわかりやすく読み解き、読者

のためになるメッセージを贈る。

柔道・剣道・弓道・相撲・空手道・合気道・少林寺拳法・

なぎなた・銃剣道・古武道の各先生方に直接インタビュー取材

し、武道の良さ、素晴らしさをおもしろく、わかりやすく描く。

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）

臨床心理学の立場から、子どもを育む武道の可

能性、教育力に迫る。子どもをより良く伸ばす

ための知恵と珠玉の言葉を満載。

傘寿を超えた武道界の先達 30 名が贈る、後輩 

への熱きメッセージ。修行時代から現在までの

足跡を辿る、後世に残す記録集。



ͷॻళͰൢച͍ͯ͠·͢ɻࠃʮಓʯɺશץ݄

可
認
物
便
郵
種
三
第
日
四
十
二
月
一
十
年
二
十
四
和
昭

　

五
巻
通

五
五

号

　

人
行
発

　

男
出
日
井
臼

　

人
集
編

　

生
芳
藤
三

　

所
行
発

　

館
道
武
本
日
人
法
団
財

　〒
102
8321

　０
３

６
１
２
３
（

）

４
１
５

７

座
口
替
振
）
直
（

　

十
二
成
平

五
年
一

発
日
八
十
二
月

行

）
行
発
日
八
十
二
回
一
月
毎
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

所
売
発

　

　〒
101
8381

　

０
話
電

３

８
３
２
３
（

）

１
８
１
０

　

行
発

　
　

　

館
道
武
本
日

月

　刊
心 ٕମ ਓをҭてる૯߹ࢽ

平成２５年１月２８日発行（毎月１回２８日発行）通巻５５５号　昭和４２年１１月２４日第三種郵便物認可

●

談
対
別
特
春
新

 

「

育
教
の
塾
私
・
校
藩

」

田
沖
・
永
松
）
下
（

〇
二

三
一

号
月
2
年

月刊

MONTHLY MAGAZINE THE“BUDO” FEB. 2013

VOL. 555

シリーズ　中学校武道授業の充実に向けて・合気道
マンガ・武道のすすめ《相撲・双葉山定次②》

熊澤美裕紀
田代しんたろう

吉村作治
小林保雄
小泉吉永
長濱文子
加藤伊三男
山神眞一
伊東　潤

ධ



載

連

巻頭リレーエッセイ
私の指導法・合気道
江戸「人間教育」の知恵
なぎなたに夢を馳せて
尾張貫流
役に立つ少年剣道指導法
実録　戦国北条記

武道の源流を訪ねて 横瀬知行

色紙に書く座右の銘 安藤綾信

武道の可能性を探る 半藤一利

松永　光・沖田行司　　　
「藩校・私塾の教育」（下）

新春特別対談

三
五
価
定

〇
円

　

五
体
本

〇

円
五




